
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

今年度当院では、男性 2 名のベトナム技能実習生を受け入れることになりました。国際貢献

の一環として技能（医療知識や介護技術）の移転が目的です。当院の寮で生活しており、食事

面や買い物など日常で困っていることに対しては、当院スタッフがお手伝いや助言をしながら

生活しています。ベトナムと日本では文化の違いも多いようですが、少しずつ日本の文化に慣

れてもらっています。 

仕事に対しては、頻回にメモをとったり自発的に介護技術の質問をするなど意欲の高さがみ

られます。現在は管理職による安全面の講習を毎日実施し、誤嚥の防止や車椅子移乗時の注意

点などを教育しています。現場では病棟スタッフが同行し、患者さんの対応を教えている段階

です。患者さんの身体・精神機能に応じて介助の仕方も違うため、まずは患者さんを知っても

らうことが第一だと考えています。 

言葉の壁はあるものの、母国を離れてまで日本で技能を習得したいという彼らの熱意には職

員一同感心させられます。また、個性的なキャラクターで病棟内が少し明るくなったような印

象を受けます。3 年間と永い実習期間となりますが健康に留意して任務を無事果たせるよう応

援していきます。 
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慣れない日本語でのやりとりも、日々 

上達しています。 

患者さんの対応について、一つ一つ 

分かりやすく教えています。 



 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

先月から今月にかけて、新型コロナの第 7 波とみられる感染が日本中で猛威を振るっている状態

です。仕方ないこととはいえ、感染拡大によって再び人と人との距離が離れつつあります。当院で

は、県内在住の方向けに来院しての「オンライン面会」サービスを提供して参りましたが、この度、

県外在住の方向けに「県外からのオンライン面会」サービスを開始しました。詳細は、ホームペー

ジをご覧ください。 

 

他部署での研修頑張っています！ 

8 月 1 日より後期新入職職員研修会が始まりまし

た。 

 前期では病院概要や職員としての心構えなど学びま

したがこの度の研修では各部署における一日のスケジ

ュールや仕事内容、その役割などについて学んでいま

す。 

 各部署の代表が特色をわかりやすく説明してくださ

ったこともあり、自身の所属部署とどういった形で関

わりがあるかを改めて確認しました。自部署での業務

中の関わりだけでは他部署の役割がおぼろげにしか把

握できないこともあり、より理解が深まったように思

います。 

 これから現地での研修も順次実施されるため、実際

に体験することで各部署の仕事内容に関する理解を深

め、他職種間の連携に生かせるよう学んでいきたいと

思います。 

 
 

 8 月 3 日に山口県立大学看護栄養学部看護学科より 49

名の実習生を受け入れました。 

一昨年までは新型コロナウイルスの影響で見学実習が取り

止めとなり、当院から大学へゲストスピーカーを派遣すると

いう形での実習でした。しかし今年度はフェイスシールド着

用などの感染対策をしたうえで当院での実習が可能となり

ました。最初に病院概要の説明を行い、その後各病棟や外来

を実際に回りながら、説明を行いました。質疑応答の時間で

は現在休止中の精神保健ボランティアについての質問が多

く、学生の関心の高さがうかがえました。 


